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ひとくちに⼩⻨粉といっても、⽤途に応じて様々な種類のものが⽤いられています。例えば、薄⼒粉はケーキなどの菓⼦
類・天ぷらに使われ、強⼒粉はパン・中華麺に使われています。粒⼦径分布はタンパク質の割合と同様に⼩⻨粉の特性を
決定付ける重要な要因であり、最終製品であるパンの柔らかさやビスケットの⾷感などを左右するので品質を安定化しよ
うとすれば粒⼦径分布の品質管理は重要になります。⼩⻨粉は⾝近なサンプルですが、⽔に分散させようとすると⼤きな
凝集体を作ってしまうので簡単に測定できません。そのためにIPA（イソプロピルアルコール）等の有機溶媒を⽤いて分散
させなければなりません。有機溶媒の使⽤は測定に気を使うだけでなく、後処理も厄介です。そのため、なるべく乾式で
測定したいわけですが、乾式測定においても分散させることが難しいサンプルです。
SALD‐2300乾式測定システムは吸引と噴射の強⼒な2段階分散プロセスによって、凝集しやすいサンプルを分散させる能⼒
を持っていますので、⼩⻨粉の粒⼦径分布を正確かつ再現性よく測定することができます。

有機溶媒で分散しなければならない⼩⻨粉を乾式で簡単測定

図に⽰すように、強⼒粉は1ピークのシンプルな分布形
態をしていますが、薄⼒粉は2ピークの分布形態をして
います。粒⼦径分布を⽐較しても、強⼒粉は100μｍを
中⼼とした粒⼦径分布ですが、薄⼒粉は20μｍ付近の粒
⼦群が混⼊しており、明確な差異が確認できます。
⼩⻨粉は、⽔での分散が困難なため、湿式で測定する
ためにはIPA(イソプロピルアルコール)などの有機溶媒
を使⽤する必要があります。⼀⽅サイクロン⽅式を⽤
いると容易に分散でき、再現性よく測定することがで
きます。しかもサンプルは集塵機に回収されるため後
処理も簡単です。

SALD-2300 乾式測定システム

薄⼒粉と強⼒粉の粒⼦径分布の⽐較
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測定範囲
多機能サンプラ 17nm〜2500μｍ
回分セル 17nm〜数100μｍ
⾼濃度サンプル測定システム 30nm〜280μｍ
サイクロン噴射型乾式測定ユニット 0.3μｍ〜2500μｍ

湿式測定システム
・液中分散測定の標準機。
・直径2.5mmまでの粒⼦の安定した
分散を実現する循環式サンプラ

・超⾳波分散器も標準装備

⼩容量測定システム
・12mLの⼩液量で測定が可能
・有機溶媒や酸の使⽤も可能
・PC制御沈降防⽌かくはん機構搭載

⾼濃度測定システム
・⼆枚のｶﾞﾗｽ板に試料を挟み、最⼤20wt%
程度の⾼濃度ｻﾝﾌﾟﾙを希釈なしで測定可能

極微⼩量測定システム
・くぼみ付きｶﾞﾗｽ板の使⽤で15 μL〜150 μL
の極微⼩量ｻﾝﾌﾟﾙの測定が可能

乾式測定システム
・粉末のまま測定する場合の標準機
・吸引と噴射の2段階で強⼒な分散を実現
・ｻﾝﾌﾟﾙを容器に⼊れるだけの簡単操作
・ﾎｯﾊﾟにｻﾝﾌﾟﾙを投⼊するだけのﾜﾝｼｮｯﾄや
ﾋﾞｰｶｰから直接吸引するﾊﾝﾄﾞｼｮｯﾄも付属

多機能サンプラ
SALD-MS23

サイクロン噴射型乾式測定ユニット
SALD-DS5

⾼濃度サンプル測定ユニット
SALD-HC23

回分セル
SALD-BC23 

SALD-2300の特長

１ 測定粒子径範囲 17nm～2500m
２ 0.1ppmから200,000ppm（20%）までの幅広い粒

子濃度への対応
３ 最短1秒間隔での連続測定機能

液中分散では有機溶媒を⽤いなければならない⼩⻨粉を、吸引と噴射の強⼒な2段階分散プロセスで
気相中に分散して正確かつ再現性よく測定でき、後処理も容易です。

SALD-2300 乾式測定システム (SALD-2300+SALD-DS5)

SALD-2300 ⾼濃度測定システムの特⻑
 3種類のサンプル吸引機構（サイクロン⽅式、ワンショット⽅式、ハンドショット⽅式）と3種類の噴射ノズルを標
準装備、サンプルの特性や量に合わせて最適な組み合わせで測定を⾏うことができます。

 サイクロン⽅式では、専⽤バイアルビンに装填したサンプルを旋回させながら吸引し、さらにノズルから噴射して
測定を⾏います。吸引と噴射の2段階で分散⼒が作⽤するため、凝集体を多数含むサンプルについても再現性のよい
測定が実現できます。またバイアルビンを使⽤するので、サンプルの⾶散がなく、オペレータの⼿も汚れません。

 ワンショット⽅式では、⼩さなホッパにサンプルを投⼊するだけで測定でき、少量のサンプルに適しています。
 ハンドショット⽅式ではビーカや薬包紙から直接サンプルを吸引し測定することができます。




